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仮想化

コンテナ型仮想化

メリット
軽量
• 単一のOSで複数のアプリケーショ
ンが動作する

柔軟性
• どんなプログラミング言語も動作
する

ポータブル
• OSなどの環境依存がない
• 異なる実行環境への移行が容易

スケーラブル
• 需要に応じてリソースを増減でき
る

スケーリング
リクエストの規模に応じて
コンテナを増減させる

負荷分散
複数コンテナへリクエスト
を自動で振り分けて
負荷を分散する

死活監視
システムを構成するコンテ
ナが正常に稼働しているか
どうかを監視する

Bさん

Aさん

Cさん

1台のサーバを分割して使用

個人間で差があり
リソースを有効に
活用できていない

Cさんのサーバ

使用率

20%

Aさんのサーバ

使用率

8%

Bさんのサーバ

使用率

10%
仮想化

ホストOS仮想化

コンピュータのOS上に仮想化ソフ
トウェアを導入し，仮想化ソフト
ウェア上にOSをインストールする
ことで複数のハードウェアが存在
するように見せる

コンテナ型仮想化

OS単位ではなく，アプリケーショ
ン単位で仮想化を施すことで，従
来の仮想化よりも効率的に仮想化
環境を構築する

仮想化とは

物理的に存在するものを論理的に別の
状態に見せることで，計算資源の有効
活用を行う技術

例)1台の物理的なサーバを3台のサーバに
みせる
• 単一のマシン上で複数のコンピュータ
が動作しているように見せる

• リソース(資源)を需要に応じて割り当
てることができ，効率的に利用できる

特徴

• 専門知識が必要
• コンテナの作成・削
除が容易

• OSはホストOSのみ
で処理が高速

• コンテナイメージは
OSイメージよりも非
常に軽量

特徴

• 構築が容易
• 単一のマシン上に複数
のOSが存在する

• OSイメージが巨大なた
め容量が必要

• ホストOS介入による
オーバーヘッドが大き
い

コンテナにはアプ
リに必要なものだ
けが含まれており，
非常に軽量

ギガバイト級の
容量になること
がほとんど

数十メガバイト
～数百メガバイト

数十倍の差！
アプリケーション
のサイズは小さく，
OSの占める容量が
大きい

アプリケーション単位で仮想化する技術

コンテナを動かすための土台の環境 コンテナ群の管理・運用を自動で行うツール

メリット

• コンテナの数を自動で適切な数
に管理してくれる

• 各サーバのパフォーマンスを
低下させないように自動で負荷
分散を行ってくれる

• システムが停止した時に自動で
コンテナを再起動してくれる

ばくだい

莫大な規模のサーバ群を
すべて自動で管理してくれる

1ギガバイト
=1000メガバイト

特徴
Docker Hub
コンテナを世界中に公開するためのサービス

作成したコンテナを世界中
いたるところで利用することが可能

Build 必要なファイルから
コンテナイメージを作成

Run コンテナイメージ
からコンテナを作成

Ship 作成したコンテナを
世界中に公開


